
Ｉ
　
Ｃ
　
Ｔ
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
モ
ノ
へ
と
広
が
り
、
モ
ノ
と
モ
ノ
を
結
ぶ
「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

Ｉ
ｏ
Ｔ

」
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
概
念
が
日
々
進
化
す
る
中
で
、
実
用
化
で
先
行
す
る
の
が
Ｍ
２
Ｍ

機
器
間
通
信

サ
ー
ビ
ス
だ
。
機
械
と
機
械
が
相
互
に
情
報
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
さ
れ
た
機
器
や
端
末
の
飛
躍
的
な
増
加
と
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

大
量
デ
ー
タ

分
析

の
台
頭
に
よ
り
、
Ｍ
２
Ｍ
の
活
用
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る
。

機
器
間
通
信
が
実
用
化
で
先
行

ビッグデータ分析カギ

インフラ施設の安全と維持効率向上

稼
働
率
向
上
や
保
守
費
用
削
減

モノをつなげて新たな価値生む
設
備
を
遠
隔
監
視

　
産
業
設
備
の
遠
隔
監
視
や

保
守
で
も
Ｍ
２
Ｍ
の
活
用
が

本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。
機
器

に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー
か
ら

刻
々
と
上
が
っ
て
く
る
稼
働

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
稼
働
率

向
上
や
保
守
費
用
の
削
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
シ
ム
電
子
工
業

福
岡
市

博
多
区

は
富
士
通
が
提
供

す
る
Ｍ
２
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
、
設
備
の
計
測
情
報
や

各
種
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
稼
働

情
報
を
収
集
し
て
遠
隔
地
か

ら
監
視
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
た
。

　
現
地
で
し
か
分
か
ら
な
か

っ
た
多
様
な
生
デ
ー
タ
を
遠

隔
監
視
し
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
問
題
箇
所
の
早
期
発
見

や
ト
ラ
ブ
ル
の
予
兆
を
検

知
、
部
品
の
事
前
交
換
や
故

障
時
の
原
因
調
査
を
迅
速
化

す
る
こ
と
が
可
能
。
保
守
作

業
の
効
率
化
に
加
え
て
、
装

置
稼
働
率
向
上
を
通
じ
顧
客

満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が

る
。

　
栗
本
鉄
工
所
も
富
士
通
の

Ｍ
２
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
採
用
。

顧
客
の
工
場
に
設
置
し
た
鍛

圧
機
械
な
ど
に
通
信
端
末
を

取
り
付
け
、
富
士
通
の
Ｍ
２

Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
収

集
し
た
機
械
情
報
を
既
存
の

保
守
シ
ス
テ
ム
に
連
携
さ
せ

て
い
る
。
Ｍ
２
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、

海
外
に
納
入
し
た
機
械
の
情

報
も
日
本
に
居
な
が
ら
に
し

て
即
時
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
。
保
守
費
用
の
低
減
を
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
遠
隔
保
守

サ
ー
ビ
ス
で
新
展
開
を
図
っ

て
い
る
。

産業機器の稼働データを分析（ニシム電子工業）

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　

機
器
間
の
デ
ー
タ
の
相
関
関

係
か
ら
「
い
つ
も
と
違
う
」

変
化
を
検
知
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

「
シ
ア
ッ
ト
」

共
通
イ
ン
フ
ラ

　
市
場
調
査
に
よ
る
と
、
全

世
界
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続

さ
れ
て
い
る
端
末
数
は
２
０

１
２
年
時
点
で
約
１
２
０
億

台
。

年
ま
で
に
は
１
９
０

億
台
を
超
え
、
そ
の
後
も
加

速
度
的
に
増
え
て
い
く
見
通

し
だ
。
接
続
さ
れ
る
端
末
は

多
種
多
様
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
、
ゲ
ー
ム
機
、
液
晶

テ
レ
ビ
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

や
セ
ン
サ
ー
、
カ
メ
ラ
、
自

動
車
、
産
業
機
械
な
ど
も
加

わ
り
、
ま
さ
に
「
す
べ
て
の

モ
ノ
が
つ
な
が
る
時
代
」
が

現
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
単
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は

な
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ノ
が
生
み
出

す
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
活
用
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

り
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
適
用
領
域
は
情

報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の

枠
を
超
え
、
全
産
業
を
横
断

す
る
共
通
イ
ン
フ
ラ
と
な
る

公
算
が
大
き
い
。

　
Ｍ
２
Ｍ
の
先
駆
例
と
い
え

ば
建
機
大
手
の
コ
マ
ツ
が
提

供
す
る
「
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク

ス
」
だ
。
建
設
機
械
に
装
着

し
た
セ
ン
サ
ー
や
全
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

の

情
報
が
通
信
端
末
か
ら
送
信

さ
れ
、
建
設
機
械
の
稼
働
状

況
や
位
置
情
報
な
ど
を
蓄
積

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
期
日

管
理
や
故
障
の
予
防
保
全
な

ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
「
コ
ム
ト
ラ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ス
」
で
は
鉱
山

で
稼
働
し
て
い
る
大
型
建
設

機
械
の
情
報
を
人
工
衛
星
経

由
で
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

把
握
で
き
る
。

障
害
を
未
然
防
止

　
Ｍ
２
Ｍ
経
由
で
集
め
た
膨

大
な
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か

っ
た
事
象
が
見
え
て
く
る
。

例
え
ば
大
規
模
プ
ラ
ン
ト
や

工
場
な
ど
の
異
常
検
知
―
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
同
社
北
米
研
究
所

が
開
発
し
た
「
シ
ア
ッ
ト
」

と
呼
ぶ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分

析
技
術
を
Ｍ
２
Ｍ
と
組
み
合

わ
せ
、
大
規
模
施
設
な
ど
の

稼
働
状
況
の
時
系
列
変
化
や

予
兆

サ
イ
レ
ン
ト
障
害

を
自
動
的
に
検
知
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
、
産
業

機
械
に
温
度
や
圧
力
な
ど
を

測
る
各
種
セ
ン
サ
ー
を
取
り

付
け
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
か

ら
機
器
間
の
相
互
関
係
を
自

動
抽
出
し
て
シ
ス
テ
ム
全
体

の
挙
動
を
把
握
。
平
常
時
の

シ
ス
テ
ム
に
成
り
立
つ
不
変

関
係

イ
ン
バ
リ
ア
ン
ツ

を
自
動
的
に
抽
出
し
て
モ
デ

ル
化
し
、
「
い
つ
も
と
違

う
」
動
き
を
い
ち
早
く
見
つ

け
だ
す
こ
と
が
可
能
。
通
常

の
「
し
き
い
値
監
視
」
で
発

見
で
き
な
か
っ
た
異
常
も
予

兆
の
段
階
で
検
出
で
き
る
た

め
、
「
障
害
の
未
然
防
止
や

消
耗
部
品
の
交
換
な
ど
を
最

適
化
で
き
る
」

Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
い
う
。

　
プ
ラ
ン
ト
故
障
予
兆
監
視

で
の
先
駆
例
は
中
国
電
力
の

島
根
原
子
力
発
電
所
。
実
証

実
験
で
は
発
電
所
１
基
当
た

り
３
５
０
０
の
セ
ン
サ
ー
の

取
り
付
け
、
各
セ
ン
サ
ー
が

発
信
す
る
情
報
の
相
関
関
係

を
シ
ア
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ

と
で
、
安
全
性
の
向
上
に
役

立
つ
こ
と
を
確
認
し
た
。
Ｎ

Ｅ
Ｃ
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
監

視
や
自
動
車
な
ど
の
品
質
管

理
は
も
と
よ
り
、
都
市
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
安
全

管
理
に
も
シ
ア
ッ
ト
の
適
用

分
野
を
広
げ
て
い
く
方
針

だ
。

　
Ｍ
２
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

介
し
て
収
集
し
た
膨
大
な
機

器
デ
ー
タ
か
ら
、
新
た
な
価

値
を
見
い
だ
す
の
は
宝
探
し

の
よ
う
な
も
の
。
電
通
国
際

情
報
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｄ

は
カ
ギ
と
な
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
分
析
技
術
を
手
に
入

れ
る
た
め
、
米
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
プ
レ
デ
ィ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

オ
ハ
イ
オ
州

と
資
本
提

携
。
生
産
設
備
や
製
品
の
故

障
発
生
を
予
測
し
て
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
。
生
産
設
備
な
ど

か
ら
生
じ
る
膨
大
な
稼
働
監

視
デ
ー
タ
を
複
数
の
パ
ラ
メ

ー
タ
ー

変
数

を
組
み
合

わ
せ
て
分
析
し
、
故
障
の
予

測
や
残
寿
命
期
間
の
予
測
な

ど
に
加
え
、
生
産
や
保
全
計

画
の
改
善
や
事
業
効
率
化
に

反
映
さ
せ
る
考
え
だ
。

海
外
市
場
も
視
野

　
日
立
製
作
所
で
は
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
ー

次
世
代
環
境

都
市

の
実
現
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
分
野
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
Ｍ
２
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
注
力
し
て
い
る
。
そ

の
一
例
が
、
道
路
、
鉄
道
の

ト
ン
ネ
ル
な
ど
社
会
イ
ン
フ

ラ
施
設
を
管
理
す
る
サ
ー
ビ

ス
。
Ｍ
２
Ｍ
技
術
を
活
用
し

た
状
態
監
視
サ
ー
ビ
ス
と
、

そ
の
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

探
索

技
術
を
活
用
し
た

予
兆
診
断
サ
ー
ビ
ス
の
２
種

類
。
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、
ダ
ム

な
ど
土
木
施
設
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の
プ

ラ
ン
ト
設
備
や
モ
ー
タ
ー
を

搭
載
し
た
設
備
に
対
応
す

る
。
施
設
の
異
常
発
生
の
早

期
発
見
や
老
朽
化
し
た
施
設

の
予
防
保
全
が
可
能
と
な

り
、
安
全
と
維
持
効
率
の
向

上
に
貢
献
す
る
。

　
状
態
監
視
は
固
有
振
動

計
、
傾
斜
計
な
ど
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
施
設
の
健
全
性
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
計
測
・

評
価
で
き
る
。
予
兆
診
断
は

正
常
状
態
を
学
習
し
、
異
常

時
の
相
関
を
抽
出
す
る
独
自

の
デ
ー
タ
分
析
方
式
を
採

用
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
劣

化
や
緩
み
が
顕
在
化
す
る
前

に
対
処
・
修
繕
で
き
る
。
今

後
は
、
国
内
市
場
だ
け
で
な

く
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
適
用
拡

大
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
さ
ら
に
５
月
か
ら
は
日
本

企
業
が
世
界
中
で
稼
働
さ
せ

て
い
る
機
器
を
Ｍ
２
Ｍ
を
活

用
し
て
製
造
か
ら
保
守
ま
で

の
全
般
を
管
理
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。
同
サ
ー

ビ
ス
は
情
報
収
集
し
た
稼
働

情
報
を
閲
覧
す
る
機
能
や
異

常
な
状
況
を
知
ら
せ
る
ア
ラ

ー
ム
機
能
な
ど
が
あ
る
。
業

務
効
率
化
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
顧
客
満
足
度
向
上
な

ど
に
貢
献
す
る
。
ま
た
遠
隔

地
で
の
機
器
へ
の
命
令
・
制

御
す
る
機
能
に
よ
る
遠
隔
か

ら
の
停
止
指
示
や
ロ
ッ
ク
に

よ
り
盗
難
の
防
止
が
可
能
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
利
用

で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

で
迅
速
で
低
価
格
に
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。

　
ま
た
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
は
グ
ロ
ー
バ

ル
に
対
応
で
き
る
Ｍ
２
Ｍ
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網
な
ど
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
制
御
な
ど

Ｍ
２
Ｍ
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
計
画
策
定
か
ら
設

計
、構
築
、運
用
、
保
守
ま
で

ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
。
海

外
通
信
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
り
２
０
０
超
の
国
と
地
域

へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
提

供
で
き
る
。
海
外
通
信
事
業

者
と
の
契
約
・
課
金
な
ど
も

代
行
す
る
。
今
後
は
用
途
に

合
わ
せ
た
環
境
の
構
築
や
デ

ー
タ
の
利
活
用
支
援
な
ど
サ

ー
ビ
ス
内
容
を
拡
充
す
る
。


